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図２ システムの流れ
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1. はじめに 
 近年，インターネットショッピング市場は急

速に成長している．インターネットショッピン

グには，自宅にいながら豊富な商品をいつでも

購入できるという利点がある．しかし，Web 上
で商取引を行うため，商品の実物を確認できな

いという欠点もある．そのため，消費者の商品

評価情報が以前にも増して重要視されている．

企業が，モニター調査などで商品評価情報を収

集し，マーケティングに活用するには莫大なコ

ストが掛かる．そこで，この問題を解決するた

めに，Web 上の情報を活用する研究がなされて
きた．既研究として，Web 上のテキスト情報か
ら人物を評価する手法[1]や，感情表現を抽出す
る手法[2]などが提案されている．しかし，人物
や物に対する評価は推移するものであり，既研

究ではその推移を知ることが困難である．そこ

で，ブログ（Weblog）[3]を商品の評価情報と
してバズマーケティング[4]に活用し，この問題
を解決する手法を提案する．ブログには多数の

評価情報が掲載されており，口コミ[5]サイトよ
りも多数の情報を入手できる．また，ブログの

記事には掲載された時間情報が付加されている

ため，期間ごとに記事を整理しやすいという利

点もある．本研究では，商品の評価情報をブロ

グ記事から収集し，掲載された期間ごとに整理

することにより，商品評価の推移を自動的に数

値化するシステムの開発を目指す． 

2.1 システム概要 
本研究では，図１に示すように，商品を評価

しているブログ記事を収集し，その投稿時間を

活用して，数値化した評価を整理することを目

的とする．本システムは，図２に示すように，

１）ブログ記事収集機能，２）批評記事抽出機

能，３）批評記事整理機能，４）評価情報出力

機能の４つの機能により構成される． 

 
 
 
 
 
 

2.1 ブログ記事収集機能 
 ブログ記事収集機能では，まず，入力フォー

ムから入力した検索語句を含む一定数のブログ

記事をブログ検索エンジンによって収集する．

次に，その記事の HTMLを取得する． 
2.2 批評記事抽出機能 
 批評記事抽出機能で

は，まず，ブログ記事

収集機能で取得したブ

ログ記事に対して形態

素解析を行い，単語の

区切りと品詞を判別す

る．次に，「色」，

「デザイン」，「価

格」，「着心地」の４

項目によって構成され

る商品評価カテゴリに

一致，類似する名詞が

記事中に存在する場合，

構文解析を行う．なお，

類似名詞の判定にはシ

ソーラス辞書を利用す

る．そして，名詞に

係っている名詞と形

容詞と副詞によってカテゴリがどのように評価

されているかを，商品評価テンプレートに従っ

て数値化する．最後に，記事の投稿時間を取得

する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ システムの概要 
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表 1 実験結果 
 

評価項目 
 

本システム 
（平均値） 

手作業 

（平均値） 

U検定 
（有意確率）

使用時間（秒） 12.4 209.3 
妥当性 3.27 3.73 0.1628
操作性 3.93 3.07 0.0008
総合評価 3.87 3.13 0.0011

2.3 批評記事整理機能 
 批評記事整理機能では，ブログ記事の投稿時

間を利用して，批評記事抽出機能で取得した衣

服の評価を，現在時刻を基準点として１週間ず

つ計３週間分に整理する． 

2.4 批評記事出力機能 
 評価情報出力機能では，批評記事整理機能で

整理した各商品評価カテゴリの平均値を算出し，

出力する． 

3. システムの実証実験と考察 
 本システムの実行結果を図３に示す．システ

ムの実証実験では，衣服を対象に本研究で開発

したシステムの有効性を検証した．具体的には，

批評情報の妥当性と情報検索の利便性という観

点から，本システムの実行結果と，従来のブロ

グサイトから手作業で商品評価を数値化した結

果とを比較した．本実験では，UNIQLO 社の衣
服を対象にした． 

 

3.1 実証実験 
実証実験として，まず，大学生 15 名を被験者
として本システムの操作方法を説明した．次に，

被験者は，本システムを使用して UNIQLO社の
衣服に関する評価を数値化する作業と，ブログ

サイトから手作業で評価を数値化する作業をそ

れぞれ１週間ずつ計３週間行った．最後に，本

システムの評価として,評価を整理するまでの時

間である「使用時間」を測定し，５段階の評価

を実施した．被験者は，記事の評価が妥当であ

るかを評価する「妥当性」，ブログ記事を容易

に取得できるかを評価する「操作性」，被験者

が「今後，このシステムを使用し続けたいか」

と思うかを評価する「総合評価」の３つの評価

項目に回答し，システムを評価した． 

3.2 結果と考察 
 評価を基に各手法の平均値を求めた結果，表

１に示すように，「妥当性」以外の項目に対し

て，手作業よりも良い結果を得られた．そこで， 

得られた結果に有意差があるかを検定するため

に，評価結果に対して U 検定を行った．評価結
果の平均値と U 検定の結果を表１に併記する．
５%の有意水準で，「操作性」と「総合結果」の

２項目で有意差を認められたが，「妥当性」の

１項目では有意差を認められなかった．その原

因として，ブログの文章には口語が使われてい

ることが多く，商品評価テンプレートに適合し

ない場合は適切な評価が行われないことが原因

だと考えられる．しかし，「使用時間」では，

手作業よりも大幅に時間を短縮できた． 

4. おわりに 
本研究では，対象とする商品の評価情報をブ

ログ記事から収集し，その投稿時間によって数

値化した評価情報を自動的に整理する手法を考

案した．実証実験では，ブログ記事の投稿時間

をよって評価を整理したため，商品評価の推移

を把握することを可能にした．今後は，本シス

テムをファッション分野のみではなく，その他

の分野にも適用できるように改善を図る． 
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図３ 実行結果 
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